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こんにちは、計画課です。梅雨が明けて本格的に夏が到来しました。夏らしく気温は 30 度を超

えており、岡山県では 14 年ぶりに渇水による 取水
しゅすい

制限
せいげん

の話が出たりしています。 
今回はそんな夏真っ只中に、若手職員を中心に岡山国道事務所職員 6 名で 本州

ほんしゅう

四国
し こ く

連絡
れんらく

高速
こうそく

道路
ど う ろ

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

が管理する瀬戸大橋にお邪魔しました。 
 
１．瀬戸大橋とは 

瀬戸大橋は、岡山県
おかやまけん

倉敷市
く ら し き し

から 香川県
か が わ け ん

坂出市
さ か い で し

の 海峡部
かいきょうぶ

に架かる吊り橋、斜
し ゃ

張
ちょう

橋
きょう

、トラス

橋 6 橋などによる道路と鉄道の併用橋です。1988 年（昭和 63 年）4 月に開通しました。 

 

※本州四国連絡高速道路株式会社 HP より引用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２．現場見学 

 今回、瀬戸大橋の中の 与
よ

島
し ま

パーキングエリアから近い「北備讃
き た び さ ん

瀬戸
せ と

大橋
おおはし

」のアンカレイジ（

橋
きょう

台
だ い

）から管理用通路を通って 主塔
しゅとう

頂上
ちょうじょう

を見学しました。早速当日の様子を見てみましょう。 
 
 
集合場所は与島パーキングエリアの駐車場で、今回ご案内していただくＪＢ（本州四国連絡高

速道路株式会社）のお二人と待ち合わせ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
挨拶もそこそこに駐車場にあるケーブルの模型のところで説明を受けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よろしくお願い

します。汗 

よろしくお願い

します。汗 

気温 32 度 

ようこそ。よろしく

お願いします。汗 

北備讃瀬戸大橋を吊っているケーブルは、約 5ミリのワイヤーを 127本束

ねた「ストランド」というものを、234本束ねたものを使っています。 

127×234＝29,718 本のワイヤーが使われているのか・・・

めちゃくちゃ重そう 



 

続いてケーソンで使用された海中コンクリートのサンプルについて説明を受けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すぐ近くの広場で航路や JR の話を聞きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いよいよ現場のメインとなるアンカレイジ（橋台）へ 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬戸大橋で使われているケーソンには「海中コンクリート」が使われてい

て、先に石を入れておいて隙間をモルタル注入する方法が取られました。 

でかい石がそのまま残ってるんだな・・・ 

南北備讃瀬戸大橋の真下は国際航路になっています。航路は外国のルールに

則って右側通行ですよ。JR は 1 時間に 2～3 本ぐらい、貨物列車は 1 日に数

本通ります。（うちの仕事じゃないですけど） 

なるほど。船も車

と同じなのか。 

海中コンクリートサンプル 

JR 時刻表 

・・・いよいよか。 

近づいてみる

と高いなぁ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ドアの先は・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで早速水分補給を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暑い。このままだとや

ばいかも・・・ 

気温 24 度 

ひんやり 

熱中症には気を付けなくちゃ 

涼しい。生き返る・・・。 

アンカレイジの

中は、分厚いコン

クリートに囲ま

れていて、気温の

変動があまりな

く、夏は涼しく、

冬は暖かいそう

です。 



 

 ここで橋の工事について説明を受けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 いよいよ橋の管理通路へ向かいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケーソンを海中に置くために 

まずは、海中発破から・・・ 
発破か。トンネル工事ぐらい

でしか使わないな。 

携帯電話や眼鏡を落とさ

ないようにストラップを

つけて下さい。 

緊張してきた・・・。 

高いところあまり得意

じゃないんだけどな。 

本番はここからですよ。 



 

管理用通路に到着。主塔部へ向かって進みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下は見ない方がいいな。 

良い景色。 

ひえー。グレーチング1枚か・・・

足がすくむ。 

高さ３０ｍ以上ありそう。 

今 JR は在来線のみですが、将来新幹線も掛けられるスペー

スがあります。また、電気や通信ケーブルなどがたくさん設

置されていますので、結構頻繁に業者さんが来られます。 
この場所に来なきゃ

いけない業者の人も

大変だなぁ・・・ 



 

主塔部に行く前に JR の通過待ち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
JR の通過も見られたところで、いよいよ主塔へ登ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

列車通過時は、結構大きな音がするので気を付けて下さい。

橋の上は勾配の関係で電車は速く走れないので思ったよりも

ゆっくり通過します。 

早くこないかな。 

ゴォォォォ！！ 

きたきた。言われたとおり結構

スピードはゆっくりだな。 

頂上へはどうやって

行くんだろう。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして海面から 175m の主塔頂上へ到着。そこで見た景色は・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦艦の扉みたいだな。

この先にはエレベー

タが。 

やっと頂上か。 

この景色は！！ 

絶景だ！ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主塔頂上で景色を見ながら質問を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主塔頂上から岡山

県方面を望む 

主塔頂上から香川

県方面を望む 

素 晴 ら し い 景 色 が ！ ！

 

橋の上はすごく

舗装がキレイ 

パトロール車が車道の端

っこを走っていますね。 

2.5m以上あるけど結構 

車幅ぎりぎりだよ。 



 

景色を堪能して、名残惜しいですが頂上から降ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭いから気を付

けて降りないと 

だいぶ高さに慣れ

たな。（感覚マヒ） 

実はこのエレベータ

が一番怖いのでは・・・ 

やっと地上についた。

お疲れ様。 



 

ということで無事に地上まで帰ってきて今回の現場見学は終了。 
 

 
 
今回の現場見学で、瀬戸大橋という巨大な構造物がどのように工夫して作られたか（アンカレ

イジやケーブルなど）また、瀬戸大橋がなかった時代、海路で本州と四国を行き来していた際に

修学旅行で乗船された学生の方々が水難事故で亡くなったことから瀬戸大橋が作られるきっかけ

になったこと、200 年耐えられる構造物として作られ、ケーブルを含め色々なメンテナンスをさ

れていることなど、掲載していない部分でも色々なことを教えていただきました。 
ご案内していただきました本州四国連絡高速道路株式会社の藤田様、長友様には改めて感謝い

たします。同じ橋や道路をメンテナンスする立場として、管理している物の規模は違いますがこ

ちらも頑張らなくてはと思いました。 
今回参加した若手職員も普段見られないものを見て感動し、知らなかった技術や苦労を知った

ことで、今後の仕事にも生かして貰えると思います。 
 瀬戸大橋の与島パーキングエリアに寄られた際には是非、ケーブルの模型や、コンクリートの

サンプルなどを見て頂き、瀬戸大橋のすごさを感じて頂ければ幸甚です。 
 
記事作成：計画課 S 

JB 公式マスコット「わたる」 

（カメラ置きになっています。） 


